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第 46 回家畜人工授精優良技術発表全国大会の概要

　第 46 回目の本大会は、2月 15 日（木）東京都港区東新橋のヤクルトホールにおいて、「牛の繁殖成
績を向上させよう」をテーマとして、全国の家畜人工授精関係者 269 名の参加のもとで開催されまし
た。発表演題は 8題（北海道 3題、本州 2題、九州 3題）であり、地域での取り組み（2題）、授精業
務上の工夫・改善（4題）、受胚牛の選定指標の検討（1題）、繁殖性に関連するハプロタイプ（半数体
遺伝子型）の影響調査（1題）についての発表がありました。
　これらの発表について、6名の選考委員を代表して中尾委員から講評が行われ、日常の人工授精あ
るいは受精卵移植の業務の中で技術の改善や受胎率の向上に取り組んで成果をあげ、多くの会員に優
良事例として訴えるところがあったかというところに主眼を置いて審査し、本年度の西川賞の受賞者
2名を決定したことが報告されました。
　優秀発表者に授与される西川賞は、「受胚牛選定に生産情報は応用できるか？」と題して発表された
福岡県の髙野敏宏氏と「受胎率向上を目指した北宗谷の取り組み」と題して発表された北海道の秋葉
貞治氏が受賞されました。
　本大会では、すべての発表の終了後に、一般社団法人家畜改良事業団家畜改良技術研究所遺伝検査
部次長の黒木一仁氏による「牛におけるゲノム解析とその利用について」と題した特別講演が行われ
ました。

記
1 　開催日時
　　平成 30 年 2 月 15 日（木）9：30～15：45
2 　開催場所
　　東京都港区東新橋 1-1-19
　　　ヤクルトホール
3 　来賓祝辞
　　農林水産省生産局畜産部畜産振興課
　　　畜産技術室� 室　長　関村　静雄
　　公益社団法人日本獣医師会
　　� 専務理事　境　　政人
4 　選考委員
　　農林水産省生産局畜産部畜産振興課
　　　畜産技術室� 室　長　関村　静雄
　　（国研）農業・食品産業技術総合研究機構
　　　畜産研究部門　家畜育種繁殖研究領域
　　� 領域長　平子　　誠
　　前岩手大学　農学部　共同獣医学科
　　� 教　授　居在家義昭
　　東京農工大学
　　� 名誉教授　加茂前秀夫

　　前山口大学　農学部　獣医学科
　　� 教　授　中尾　敏彦
　　前徳島県東部農林水産局＜吉野川＞
　　� 副局長　渡邊　　徹
5 　優良技術発表会
　　発表者　8名� 3 ページ
　　発表内容� 5～34 ページ
　　講評　中尾　敏彦� 35～38 ページ
6 　西川賞受賞者
（1）「受胚牛選定に生産情報は応用できる

か？」� 福岡県　髙野　敏宏
（2）「受胎率向上を目指した北宗谷の取り組

み」� 北海道　秋葉　貞治
7 　特別講演「牛におけるゲノム解析とその利用
について」

　　一般社団法人家畜改良事業団
　　　家畜改良技術研究所
　　� 遺伝検査部次長　黒木　一仁
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挨　　　　拶

第 46 回家畜人工授精優良技術発表全国大会から

祝　　　　辞

宮島会長と発表者

宮島会長と西川賞受賞者（左：髙野敏宏、右：秋葉貞治）

祝　　　　辞

宮島会長 農林水産省生産局畜産部畜産振興課 
畜産技術室長　関村静雄

公益財団法人日本獣医師会 
専務理事　境　政人
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発表
順序

発　表　演　題 発表者 道府県名 座長

島 根 県

北 海 道

福 岡 県

北 海 道

鹿児島県

兵 庫 県

北 海 道

長 崎 県

第46回家畜人工授精優良技術発表全国大会

7

1

2

3

4 秋　葉　貞　治

家畜人工授精師としての半世紀

細　川　隆　一

8

低身長人工授精師の取り組み

受胚牛選定に生産情報は応用できるか？

シダーを用いた黒毛和種牛の繁殖成績の改善

繁殖性に関するハプロタイプが受胎率にあたえる影響

受胎率向上を目指した北宗谷の取り組み

5

6

子牛の疾病対策と繁殖管理の徹底について

小値賀町一丸となった繁殖成績向上への取り組み

平
子
誠
先
生

渡
邊
徹
先
生

加
茂
前
秀
夫
先
生

居
在
家
義
昭
先
生

髙　野　敏　宏

大 久 保 　 勉

猪  俣　良  則

中　村　菜　々

川　原　嘉　廣

田　畑　早　智
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1．はじめに

　私は昭和 19 年に島根県益田市で生まれ、今年で 74 歳を迎える。授精業務は、昭和 48 年から始め、今年

で 46 年になる。私が授精を始めた頃の山あいの集落では、耕運機がまだ普及していない時代であり、農耕

用の牛もいて、そういう環境の中で授精業務を開始した。約半世紀に渡って業務を行った結果、いろいろな

知見を得ることができた。これから授精師を志す若い人へのエールになればと思い、私の体験を発表するこ

とにした。

2．家畜人工授精師を志した理由

　益田市の山間部で生まれた私は中学卒業後、両親とともに農業に従事した。我が家にも牛が 5頭ばかりい

て、里山放牧もやっていた。地域に授精師が不足していたことから、農協職員に勧められるまま授精師に 

なったのが大きな理由で、特に畜産に対する志があったわけではない。しかし、46 年もの長い間、授精師

として益田市の畜産に貢献できたのは、私にとって誇らしいことと感じている。

3．当時の授精業務

　当時を振り返ってみると、直検用手袋のない時代であり、石鹸を塗った素手を直接、牛の肛門に入れて直

検していた。何頭も直検すると腕が黄色くなって、匂いが染み付いた。また、授精は、今のような直腸腟法

ではなく、頸管鉗子法で行っていた。頸管鉗子法は子宮頸管鉗子で子宮腟部を引っ張るので、無理をすると

出血することもあった。道路が整備されていない時代であり、山間の集落では山道を歩いて行くところが多

かった。そういうところでは、重たいボンベを持っていくことができないため、氷水にストローを浸漬し、

低温融解法で精液を融解しながら歩いて行ったことを記憶している。

4．初めての現場での挫折

　講習会を受講して家畜人工授精師になったものの、知識や経験はなく、先輩として頼れる人もいなかった

ので、初めての現場ではひどく挫折した。特に苦労したのは、直検で卵巣の所見が全く分からなかったこと

である。これが卵胞なのか、それとも黄体なのか、卵胞と黄体の区別ができるようになってくると、それが

排卵間近なのかどうなのかという疑問が生じ、授精適期を感覚的につかむまでには大変な苦労があった。よ

く授精師が代わると種が付かなくなると言われるが、私の場合もそうだった。

5．技術の錬磨

　発情中の牛に腟鏡を入れてみると、粘液の量や外子宮口の所見から、種付けはまだ早いかなと思っても、

直検するとすでに排卵している場合があった。粘液の多い牛や発情徴候の弱い牛は受胎しにくい。授精技術

 1．  家畜人工授精師としての半世紀
島根県　猪俣良則

（島根県家畜人工授精師協会石西支部）

 優良技術発表要旨
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は、経験を重ねることで習得したが、時間もかかった。人工授精は決して教科書どおりではなく、牛によっ

ていろいろなタイプがあって牛の特徴をつかむことが必要だと感じた。また、飼い方の違いが受胎に影響を

与えることもよく分かった。一般的に言われているとおり、濃厚飼料を多給している牛は受胎しにくく、粗

飼料を十分食べさせて、里山などで運動している牛は受胎しやすいと思う。

6．基本に忠実に

　私は他の授精師さんと比べて、特段優れた技術はない。しかし、直検するときは必ず腟鏡を入れて所見を

確認する。腟鏡を使わない人も多いが、腟鏡を用いることでいろいろな情報が得られる。これは、家畜人工

授精師養成講習会でそのように習ったから、基本に忠実に続けてきたことである。腟鏡を使わなかったら時

間は短縮できるが、場合によっては貴重な情報を得られない場合があると思う。また、私は授精するときは

腟鏡を入れた状態で精液注入器の先端を子宮外口に入れる。これは、腟前庭には細菌が存在する可能性があ

ると習ったからである。細菌を子宮の中に入れることは受胎を妨げ、内膜炎を起こす可能性があると講習会

で習ったから、今まで忠実に続けてきた。

7．繁殖牛の情報管理システムと繁殖巡回への参加

　私の活動地域を管轄する島根県益田家畜保健衛生所では、受胎率向上を図る目的で平成 3年度から繁殖牛

の情報管理システム（以下「繁殖管理システム」）の運用に取り組まれている。繁殖管理システムには、家

畜保健衛生所管内の全戸全頭の繁殖に係るデータが蓄積されており、そのデータに基づく繁殖牛の全地区巡

回が行われている。

　繁殖巡回での対象牛は、授精 35 日を経過した牛は早期妊娠鑑定、授精 60 日を経過した牛は確定妊娠鑑定、

分娩日が近い牛は分娩チェック、分娩後 40 日を経過した牛はフレッシュチェック、分娩後 60 日を経過して

未授精の牛は不受胎牛として検診や指導が行われる。

　繁殖巡回の構成員と役割分担については、家畜保健衛生所は巡回の進行管理、早期妊娠鑑定、防疫・衛生

指導を行い、農業普及部は飼料給与指導、家畜診療所は確定妊娠鑑定と繁殖検診、市町は補助事業等の説明

と連絡事項、JAしまねは生産検査、除角、連絡事項を行い、家畜人工授精師は牛の状態確認と授精業務を

行う。

　私はこの繁殖巡回が始まった時から管轄地域の巡回に同行している。一緒に巡回することで、診療内容や

牛の状況が把握でき、授精師にとって貴重な情報を得ることができた。また、繁殖巡回で自分の授精した牛

が 100 % 受胎していた時はこの上ない達成感を味わうこともできた。

8．授精師の役割

　授精師の役割は授精業務にあるが、「こんにちわ」「授精しました」「さようなら」だけではないと思う。

農家戸数が減少した現在、コミュニケーションをとりながら、励ましながら、牛飼いを続けてもらうことが

最も重要だと思い、私は今まで続けてきた。

9．益田市の授精頭数の推移

　図 1は平成 19 年からの益田市の授精頭数の推移を示している。白抜きは私が授精した実頭数であり、黒

は農家全戸の頭数である。平成 19 年は、全体で 320 頭、うち私が 200 頭に授精していた。残りの 120 頭は
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自家授精をしている大型繁殖牧場の牛だった。その大型繁殖牧場は少しずつ規模縮小し、今は経営をやめら

れた。しかし、平成 25 年から急に頭数が増えたのは、益田市で新たに繁殖牛を飼い始めた若手の中核農家

が数戸できたからである。若手農家は自らが授精業務を行っている。昭和 48 年から 1人で行ってきた授精

業務であるが、今では何人かの若い仲間が周りにいる。この仲間たちが、これからの益田市の畜産を支えて

いくものと信じている。

10．終わりに【若い人へ贈る言葉】

　授精師を志して、この道についてから約半世紀が経った。苦労することは山ほどあったが、一つ一つ経験

を積むことで学んできた。私の授精技術は、たくさんの苦労と経験の中で、基本に忠実に業務を続けたこと

から得られたものである。その結果、農家の皆さんの信用を得られたこと、また、益田市の畜産に貢献でき

たという強い思いと達成感がある。今、島根県家畜人工授精師協会石西支部では若い授精師が日々授精業務

に携わっている。私が歩んできたように、若い人にも多くの経験をしながら頑張って欲しい。

図 1　益田市の授精実頭数の推移
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Ⅰ．はじめに

　本別町は、十勝の北東部に位置し、畜産農家と畑作農家が半々の地帯で、畜産に関すると、特に乳牛育成

を専門とする育成農家、都府県からの預託牛を扱う農家などの乳牛育成農家が多い地帯である。

　年間授精頭数は、乳用牛と肉用牛合わせて約 2 万頭で、1 日平均にすると 60 頭近くの人工授精を行って

いる。

　2016 年に本別町農業協同組合に入組し、人工授精業務を行ってみると、1 番の問題点として、男性職員と

の体格差があった。

　成人男性の平均身長が 172 cm に対し、私の身長は 152 cm で、差は 20 cm もある。

　女性の授精師が増えている中、成人女性の平均身長 158 cm と比べても、私の身長は低く、乳牛経産牛の

体高と同程度どころか、牛床によっては身長を越えることも多い。

　また、私の腕の長さは、成人男性と 10 cm 以上も差があり、このままでは受胎率に差が出てくると考えら

れた。

　そこで、低身長の授精師でも劣らない受胎率を得ることを目標に取り組んだ工夫点について提案する。

Ⅱ．取り組み

 1．身長をカバーする踏み台の使用

　まずは、身長を補うため、踏み台を使用した。使用するにあたり、安全面のほか、衛生面に注意し、選ぶ

必要がある。普段持ち歩いているのは、折りたたみ式の踏み台で洗いやすく軽量であるため、授精車に積ん

でも邪魔にならない。

　使用のポイントは、牛床が短い場合には尿溝を挟み牛よりも高い位置になるように使用する（使用例 1 図

1a）。牛床が高い場合には、踏み台を尿溝に埋めて使用する（使用例 2 図 1b）。私用の踏み台を使用した場

図 1a　（使用例 1） 図 1b　（使用例 2）

 2．  低身長人工授精師の取り組み
北海道　中村菜々

（本別町農業協同組合）
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合には、使用後は防疫のため洗浄・消毒を実施している。

 2．腕の長さをカバーするロング注入器の使用

　ロング注入器は、通常の注入器よりも 10 cm 長い。お産を何回もしており子宮が深く、陰部に注入器が埋

まってしまうような牛でも、子宮体まで余裕をもって到達することができる（図 2）。

　しかし、実際に使用すると、経産牛でも子宮が深いとは限らず、生産者の補助が無く、尻尾を持ってもら

えないときはかえってロング注入器の長さが授精の妨げになってしまうことがある。そのため、ロング注入

器の使用のポイントは発情チェック時に子宮が深いと感じた牛に使用するのが良いと思われる。

 3．牛が教えてくれた工夫点

　発情チェック時によく糞をかき出すことで、子宮が触りやすく、注入もしやすくなるため、積極的に行う

と、直検に慣れた牛が背中を丸めてくれることに気づいた（図 3）。

　丸めてくれることで、尻の位置が低くなり、踏み台の使用頻度が減った。また、授精時間を短縮すること

ができた。

図 2　ロング注入器の使用

図 3　丁寧な除糞
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Ⅲ．考察

　受胎率の向上を目標に踏み台やロング注入器の使用をしていたが、欠点もあることに気づいた。しかし、

牛が直検などを手伝ってくれるとわかってからは、その場に合った道具の使用によって、作業効率が上がっ

た。この作業効率アップが受胎率の向上につながっていると思われた。

　そこで、この 1 年間（平成 28 年 8 月 1 日～平成 29 年 7 月 31 日）の初回授精受胎率を調査した（図 4）。

まとめ

　低身長であることは欠点のように思われるが、受胎率のグラフで示されたとおり、工夫点一つで改善する

ことができた。これらの工夫点を活用していただけたら幸いである。

図 4　個人別初回授精受胎率



─ 11 ─

「はじめに」

　近年、酪農経営環境はホルスタイン種牛や飼料価格の高騰等により厳しさが増しており、より効率的な後

継牛の生産および副産物収入確保のためにも胚移植技術は必須となってきている。受胚牛の選定基準は技術

者によって様々であり、また主観的情報が多くあるため、その共有は困難である。乳用牛における乳蛋白質

率はエネルギー充足の指標とされており、泌乳初期でも 2.8 % 以上に保つことが必要とされている1）。また、

乳蛋白質率 / 乳脂肪率はルーメン内発酵の状態を推測することができ、0.7～1.0 が適正範囲、1.0 を超える

場合はルーメンアシドーシス、0.7 を下回る場合はケトーシスが疑われる2）。今回、客観的情報として牛群検

定情報である乳蛋白質率（以下、P）および乳蛋白質率 / 乳脂肪率（以下、P/F 比）に着目し、胚移植の可

否の判断基準として適用できるか調査検討した。

「材料と方法」

　平成 28 年 1 月 1 日～12 月 31 日に同一移植師が凍結胚移植したホルスタイン種経産牛 100 頭を調査対象

とし、分娩後1～3回目および胚移植月の牛群検定情報を利用した。調査1では、分娩後70日までにPが2.8 %

以上を示した群を P 回復区、2.8 % に達しなかった群を P 非回復区とし、調査 2 では、分娩後 50 日以内に

P/F 比が 0.7～1.0 の範囲だった群を P/F 比 回復区、0.7 未満あるいは 1.01 以上だった群を P/F 比非回復区

とし、移植時の分娩後日数、空胎日数、受胎率との関連性を比較検討した。なお、分娩後日数および空胎日

数は中央値を用い、受胎率は分娩後 50～100 日、101～150 日、151～200 日および 201～250 日に区分して比

較した。また、検定値に 1 つでも欠損のあった個体は調査対象から除外した。受胎率の有意差検定にはχ2

検定を用いた。

「結果」

　調査 1 において、胚移植時の分娩後日数は、P 非回復区の受胎牛が 234 日、不受胎牛が 237 日であった。

P 回復区では、受胎牛が 146 日、不受胎牛が 194 日であり、その差は 48 日であった。空胎日数は、P 非回

復区の受胎牛で 234 日、不受胎牛で 327 日であり、その差は 93 日であった。一方、P 回復区の受胎牛では

146 日、不受胎牛では 258 日であり、その差は 112 日であった。また、受胎牛の空胎日数を比較すると、P

回復区は P 非回復区より 88 日短かった（表 1）。P 回復区および P 非回復区の受胎率は、それぞれ 38.5 % お

よび 43.2 % であり、両者間に有意差は認められなかった（表 2）。

　分娩後日数別の受胎率を 50 日間隔に分けて比較してみると、P 回復区のいずれでも有意差はなかったが、

分娩後 101～150 日で最も高かった。

　P/F 比を用いて比較した調査 2 において、胚移植時の分娩後日数は、P/F 比非回復区の受胎牛で 177 日、

不受胎牛で 182 日、P/F 比回復区の受胎牛は 141 日、不受胎牛は 195 日であり、いずれも受胎牛の方が短

かった。空胎日数についても同様の傾向であった。調査 1 と同様に、分娩後日数別の受胎率を比較すると、

 3．  受胚牛選定に生産情報は応用できるか？
福岡県　○髙野敏宏　藤倉篤史　後藤　聡

（ふくおか県酪農業協同組合　福岡乳牛診療人工授精所）
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51～250 日間ではいずれも有意差はみられなかったが、P/F 比回復区の分娩後 101～150 日の移植による成

績が 78.9 %（11/19）と最も高かった（表 4）。

表 1　乳蛋白質率（P）が 2.8%以上に回復した群および回復しなかった群の繁殖成績の比較

表 2　乳蛋白質率の回復率の違いによる胚移植時の分娩後日数別の受胎率

表 3　乳蛋白質率／乳脂肪率（P/F比 )の回復の違いによる繁殖成績の比較

表 4　乳蛋白質率／乳脂肪率（P/F比）の回復率の違いによる胚移植時の分娩後日数別の受胎率
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「考察」

　今回の調査結果から、P の回復が遅れた牛では繁殖性は低い傾向がみられた。さらに、P だけではなく乳

脂率を加味した P/F 比を用いた比較でも同様の傾向が認められたことから、胚移植の可否を判定する基準

として P および P/F 比は有効であると考えられた。P と P/F 比を用いることで、分娩後のエネルギー充足、

乾物摂取量の経時的な流れが推測することが可能であり、乳成分は単独ではなく総合的に判断すべきで、両

者を判定基準とすることがよいと考えられた。

「結論」

　今回の調査結果から、生産情報である牛群検定成績、特に P および P/F 比は受胚牛の選定基準として有

用であると考えられた。P と P/F 比をモニタリングすることにより、分娩から移植に至るまでの乾物摂取、

エネルギー充足状況を推測することが可能であり、繁殖供試開始に適した牛の発見に応用できる。また、繁

殖性の低い農場においては、牛群の問題として捉え、管理の改善に繋げなければならない。今回、胚移植の

受胎率向上を目的とした分娩後の個体単位での生産情報に着目した取り組みであった。業務の性質上、人工

授精師・移植師は分娩後の個体を対象とする機会が多い。しかし、分娩後の対処は繁殖率の低下に結び付く

周産期疾病、繁殖障害などのリスク要因の改善には繋がらない。そのため、個体管理と群管理、分娩前と分

娩後が連続したものであるという認識を持つことが授精師・移植師にも求められ、個と群を関連づけた生産

支援が安定した生産サイクルに繋げる上で重要になる。また、特別な技術を必要としない生産情報の活用に

より、農場管理上の問題点を客観的に整理することも可能となる。今後は、生産者・人工授精師（移植師）

間で情報を共有し、生産者の十分な理解と行動へとつなげ、繁殖成績の改善指導の中心的役割を果たすとと

もに飼養管理面からの生産支援を継続することで地域の繁殖性向上に努めていきたい。

　　　　
 1）相原光夫：今日も明日も牛群検定が約束するあなたの酪農経営、牛群検定成績の活用、Dairy Japan 出 

版、37（2013）

 2）田中義春：新「乳」からのモニタリング、Dairy Japan 出版、（2012）
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Ⅰ．目的

　JA 北宗谷は北海道北部に位置する宗谷地方の豊富町に本所を構え、支所を稚内市沼川に置いている。管

内農家戸数は 250 戸、年間出荷乳量は 107,880 トン（平成 28 年度）の酪農地帯であるが、北海道内におい

て他の地域よりも受胎率が低い傾向にあり、繁殖成績の悪化が問題視されている。

　平成 27 年に宗谷農業改良普及センターが宗谷地区の酪農家を対象としたアンケート調査を実施した結果、

発情を見逃してしまう、発情徴候が弱い、受胎率が低い、繁殖成績の悪化による経済性への不安など、ネガ

ティブな回答が全体の 70 % 以上と大きな割合を占めた。

　稚内市沼川地区においても平成 27 年の初回授精受胎率は 32.4 % と低く、生産性の低下が危惧された。

　そこで、関係機関協力のもと受胎率向上への取り組みを実施した。

Ⅱ．材料と方法

　稚内市沼川地区の酪農家 1 戸（平均搾乳頭数 48 頭、つなぎ飼い牛舎）で平成 28 年 1 月 1 日から 12 月 31

日までの 1 年間に人工授精を実施したホルスタイン種経産牛延べ 103 頭を対象とした。

　JA 北宗谷が就農者支援カリキュラムとして行っている「北宗谷農業学園 Gree“N”Grass（グリーングラス）」

を中心に、と畜された牛の子宮や卵巣を用いて発情発見と人工授精に関する講習会を実施した（写真 1）。

　講習会時には、関係機関と共同で作成した繁殖に関するテキストと共に、授精師のスタッフが撮影した発

情の写真や動画を配布し、アンケート調査で不安視されていた繁殖と経済性の関係について意見交換を行っ

た（写真 2）。

　任意授精待機期間（VWP）は、ボディコンディションスコア（BCS、Ferguson の UV 法）の推移をもと

に判断した。

 1．牛群全頭の BCS を測定

　分娩後の BCS 低下平均 0.42（図 1）を基準として、個体ごとの低下目安を 0.5 ユニットに設定した。

写真 1　北宗谷農業学園 Gree “N” Grassの講習会

 4．  受胎率向上を目指した北宗谷の取り組み
北海道　○秋葉貞治1）　坂東和彦1）　西井亮太1）　倉田勇平1）

　上野嘉則1）　佐藤孝二1）　塩　規江2）　土井敬太3）

（1）北宗谷農業協同組合沼川支所　2）宗谷農業改良普及センター 
宗谷北部支所　3）ホクレン農業協同組合連合会稚内支所）
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 2．個体測定

　分娩時（1 回目）と分娩後 60 日頃（2 回目）に BCS を測定。

　2 回目の時点で BCS の低下が 0.5 以内に収まっている牛は授精対象とし、0.75 以上低下している牛は

VWP を延長した。

　BCS の低下が著しく VWP を延長した牛に対しては、圧ぺんとうもろこしなどの高 TDN 飼料を用いてエ

ネルギーベースでの調整を行い、乳検データで MUN の低下がみられる牛に対しては大豆粕などの高タンパ

ク飼料を用いてタンパクベースでの調整を行った。その後、乳量や BCS の推移、エサの食い込み具合など

を畜主と話し合い、エネルギーバランスが正に転じたと判断した時点で授精対象とした（全頭の VWP 平均

87 日）。

　周産期対策として、分娩後の肝機能低下を防止するために

バイパスコリン（60 g/ 日）を乾乳後期から初回授精までの

間給与した。また、急激な体脂肪の動員を防止するためのエ

ネルギー源としてプロピレングリコール（500 ml/ 日）を分

娩時に経口投与し、その後は食い込みの悪い牛をメインに投

与を続けた。

　繁殖成績は JA 北宗谷営農情報システムのデータをもとに

算出し、乳量は牛群検定成績のものを使用した。統計処理に

は、χ二乗検定および t 検定を使用した。

Ⅲ．結果

　初回授精受胎率は 31.3 %（通常精液 31.7 %、♀精液 28.6 %）から 52.4 %（通常精液 57.1 %、♀精液 42.9 %）

へ向上した（P＜0.05）（図 2）。

　2 回目以降の受胎率は 34.4 %（通常精液 33.9 %、♀精液 40.0 %）から 45.9 %（通常精液 47.8 %、♀精液

40.0 %）へ向上した（図 3）。

写真 2　講習会配布資料

図 1　ステージごとの BCS推移
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　妊娠率は 23.7 % から 33.4 % へ向上した（図 4）。経産牛 1 頭当り年間乳量は 9,811 kg から 10,556 kg へ増

加した（P＜0.01）（図 4）。

Ⅳ．考察

　初回授精受胎率と乳量が有意に向上したことから、分娩後の肝機能低下や急激な BCS 低下を抑えるため

の周産期サポートと、BCS 推移を参考にしたエネルギーバランスの調整による VWP の判断は有効であっ

たものと考えられた。また、繁殖講習会などを定期的に開催し、関係機関や酪農家と密なコミュニケーショ

ンを取ることで、地域の生産性向上にもつながる可能性があるものと考えられた。

Ⅴ．要約

　「北宗谷農業学園 Gree“N”Grass（グリーングラス）」を中心とした就農者支援カリキュラムと、BCS を活用

した VWP の判断および周産期サポートの結果、初回授精受胎率は 21.1 % 向上した（P＜0.05）。2 回目以降の

受胎率は 11.5 % 向上した。妊娠率は 9.7 % 向上した。経産牛 1 頭当り年間乳量は 745 kg 増加した（P＜0.01）。

　この結果から、一連の取り組みは有効であったものと考えられた。

図 2　初回授精受胎率

図 3　2回目以降の受胎率

図 4　妊娠率と乳量の比較
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Ⅰ．はじめに

 1．地域の概要

　南九州市は、鹿児島県の南西部、薩摩半島の南部に位置し、豊かな自然に恵まれています。南の海岸線は

美しい景観が続き、中部には基幹産業である農業を支える広大な畑地が広がっており、温暖な気候で安定し

た降水量に恵まれている地域です。

　南九州市川辺町では、畜産農家が 77 戸あり、繁殖牛 2,050 頭、肥育牛 12,425 頭を飼養しています。もと

もと肥育牛地帯であり、良質な肉が高く評価されています。昭和 50 年代頃からは、飼料費の高騰や枝肉価

格の変動に対応できるようにするために、川辺町が肉用牛一貫経営を推進し、現在では 13 戸の農家が取り

組んでいます。

　耕種部門では、「知覧茶」が生産量、生産額とも日本一となっています。

 2．経営の経緯及び概要

　わが家は、昭和 52 年に経営主である父が就農して肥育牛 40 頭から畜産経営を始め、繁殖牛を導入しなが

ら徐々に規模や形態を変え、現在の完全一貫経営に至っています。

　私は、鯉渕学園を卒業後、平成 15 年に就農し、現在 14 年目です。

　川辺町は水田が比較的多い地域のため、自給飼料作物の飼料用イネ（WCS）、イタリアンライグラスに加

えて稲ワラなどを活用しています。

　労働力は、父、母、私の 3 名です。その中で、私は生産部門全般を主に担当しています。

図 1　南九州市の位置

 5．  子牛の疾病対策と繁殖管理の徹底について
鹿児島県　川原嘉廣

（鹿児島県川辺地区人工授精師会）
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Ⅱ．取り組みの実績

 1．子牛の疾病の状況

　図 2 のグラフは、平成 23 年から 25 年までの 3 年間におけるすべての子牛（死産を除く）のうち生後 6 カ

月齢までに治療を受けた延べ頭数を示しています。多少ばらつきはありますが、ほとんど毎月治療が発生す

るという状況でした。

　子牛が生まれると、病気の早期発見、早期治療に努めていますが、発熱などの看護対応に追われる日々が

続きます。獣医師の治療にも立ち会うため、繁殖牛の管理、飼料作物の栽培、収穫などの作業にも支障を来

すことが多々ありました。ゼロにはならないまでも、子牛の疾病が軽くすむ方法はないだろうかと常々考え

ていました。

　いろいろと改善策を模索する中で、私の幼い子どもが発熱して受診した小児科の先生から言われた「子ど

もは寒いときに無理に保温する必要はないですよ。」という言葉を思い出しました。このような自分の子育

てでの体験と、寒暖差のあった日には牛舎内で背中に汗をかいた子牛は夕方に発熱することが多いことから

ヒントを得て、子どもを薄着にするのと同様に、子牛の背線上の毛を刈って体内の熱の放散を促すことがで

きないかと思いつき、平成 25 年 12 月から毛刈りを始めました。

表 1　わが家の経営の経緯

表 2　現在のわが家の経営概要
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 2．毛刈りの実施

　（1）毛刈りの時期

　生後 3 日の母子分離時、生後 3 カ月の離乳時、生後 6 カ月の育成期間終了時の 3 回、牛舎を移動する

際に実施します。

　（2）毛刈りの方法

　背線を中心の 5 cm 幅、十時部で 15 cm 幅の台形状になるように人間用のバリカンで刈ります。

Ⅲ．結果のまとめと考察

　・平成 26 年は、育成牛の導入が急に増えたことや、マイコプラズマ肺炎の多発により診療率が上昇した

ものの、平成 27 年度以降は減少に転じた。

　・毛刈りにより子牛の疾病は少なくなり、繁殖管理に向けられる時間が確保できたため、平均分娩間隔が

短縮できた。

図 2　子牛疾病の状況

図 3　子牛の疾病を軽くしたい
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図 4　毛刈りの方法

図 5　診療率※と母牛頭数の推移

図 6　平均分娩間隔の推移
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　・平成 28 年度からは、治療費やワクチン代などの衛生費を削減できた。

　・夕方の急な熱発、発熱が長引いて困ることが少なくなった。

　・季節の変わり目の朝夕の寒暖差による体調不良が軽減された。

　・子牛の体調がよいため、生後 3 カ月前後の離乳段階での飼料への切り替えがスムーズにできるように 

なった。

Ⅳ．今後の取り組み

　・子牛の疾病対策を更に強化することで、繁殖性の向上や事故率の低減に努める。

　・基本マニュアルに忠実に子牛育成を実践し、子牛の商品性・斉一性の向上に努める。

　・子牛の発育向上により、肥育牛の出荷成績（枝肉重量・上物率）の向上に努める。

　・わが家の経営にあった新技術の導入を検討し、労力の軽減や省力化、飼養管理技術の向上に努める。

　・以上のことに努力し、一貫経営のメリットを最大に発揮した形で経営を発展させていく。
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Ⅰ．目的

　NOSAI 兵庫では、黒毛和種繁殖牛に対し腟内留置型プロジェステロン製剤（シダー）を用いたプログラ

ム授精を普及・実施してきた。2015 年に丹波診療所・永岡らはシダーを用いた 3 種類の繁殖プログラムを

管内黒毛和種繁殖牛に実施し、その繁殖成績を比較検討したところ、オブシンクシダー法（OC）による受

胎率が最も高く、シダーを 7 日間留置後、除去時にプロスタグランジン製剤を投与し、3 日後に定時授精を

行う安価なプログラム方法に、改変ファストバック® 法（MFBP）を併用する方法が不受胎牛の発情回帰ま

での日数を短縮させることを示した1）。今回、更なる繁殖成績の向上を目指し、受胎率の高い OC と受胎率

の向上と不受胎牛の早期発情回帰に効果がある1、2）MFBP を併用する新しいプログラムを実施し、その繁殖

成績について調査した。

Ⅱ．材料および方法

　調査期間は 2016 年 1 月から 12 月の 1 年間とし、調査対象牛は管内で OC を実施した黒毛和種繁殖牛延べ

97 頭とした。このうち、OC のみを実施した 50 頭を O 群、OC と MFBP を併用した 47 頭を M 群とした。

 1．プログラム

　OC では、シダー挿入時（0 日目）に酢酸フェルチレリン（GnRH）100 µg を投与し、シダーを 7 日間留

置後、抜去時（7 日目）にクロプロステノール（PG）0.5 mg、9 日目に GnRH100 µg を投与し、その 16～20

時間後に人工授精を行った（図 1）。

　MFBP では、人工授精（0 日目）後 5 日目にシダーを挿入し、2 週間留置した後、19 日目に抜去した（図

2）。シダー抜去時に、数日間は発情徴候の有無を観察するよう、畜主への注意喚起を行った。

図 2　改変ファストバック®法

図 1　オブシンクシダー法

 6．  シダーを用いた黒毛和種牛の繁殖成績の改善
兵庫県　○田畑早智1）　永岡正宏2）　川上　徹3）　芹生朋美3）　門田文隆3）

1）NOSAI 兵庫　淡路基幹家畜診療所　三原診療所
2）東播基幹家畜診療所

3）東播基幹家畜診療所　丹波診療所
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 2．調査項目

　各群について、OC 開始時の年齢と分娩後日数、延頭数受胎率（受胎率）、不受胎牛の再授精までの日数（再

授精日数）、不受胎牛のうち妊娠診断までに発情が再発現し再授精した頭数割合（再発情発現率）とその再

授精による受胎率（再発情受胎率）、および OC による定時授精後約 21 日目の次回発情周期で発情が再発現

し再授精を実施した頭数割合（次回周期再発情発現率）とその再授精による受胎率（次回周期受胎率）を調

査した。

　また OC 開始時の年齢別と分娩後日数別の繁殖成績を調査するため、各群を年齢 8 歳未満と 8 歳以上、分

娩後日数 100 日未満と 100 日以上に二分し、受胎率、再授精日数および再発情発現率を調査した。

　統計処理は、受胎率、再発情発現率、再発情受胎率、次回周期再発情発現率および次回周期受胎率につい

てはカイ 2 乗検定を、その他の比較にはスチューデントの t 検定を用いた。

Ⅲ．結果

　OC 開始時の平均年齢は O 群 7.9±2.4 歳、M 群 8.0±3.7 歳、平均分娩後日数は O 群 207.3±348.7 日、M

群 317.5±476.2 日であった。受胎率は O 群 42.0 %（21/50 頭）、M 群 46.8 %（22/47 頭）であった。平均 

再授精日数は O 群 63.1±21.5 日、M 群 68.4±31.8 日、再発情発現率は O 群 17.2 %（5/29 頭）、M 群 40.0 % 

（10/25 頭）で、再発情受胎率は O 群 0 %（0/5 頭）、M 群 40.0 %（4/10 頭）であった。次回周期再発情発現

率は O 群 3.4 %（1/29 頭）、M 群 20.0 %（5/25 頭）であり、次回周期受胎率は O 群 0 %（0/1 頭）、M 群

40.0 %（2/5 頭）であった。

　OC 開始時の年齢別（8 歳未満、8 歳以上）の受胎率は O 群 60.0 %（9/15 頭）、34.3 %（12/35 頭）、M 群

51.4 %（11/21 頭）、42.3 %（11/26 頭）、平均再授精日数は O 群 52.2±22.5 日、66.2±20.2 日、M 群 78.2±

27.9 日、60.8±32.6 日、再発情発現率は O 群 33.3 %（2/6 頭）、13.0 %（3/23 頭）、M 群 40.0 %（4/10 頭）、

40.0 %（6/15 頭）であった。受胎率はいずれの群においても 8 歳未満の牛で高かったが、8 歳以上の牛では

O 群よりも M 群において再発情日数が短く、再発情発現率も高くなる傾向にあった。

　OC 開始時の分娩後日数別（100 日未満、100 日以上）の受胎率は O 群 45.8 %（11/24 頭）、40.0 %（10/25

頭）、M 群 42.9 %（6/14 頭）、51.7 %（15/29 頭）、平均再授精日数は O 群 54.8±12.8 日、73.5±23.8 日、M

群 71.5±33.1 日、60.8±31.7 日、および再発情発現率は O 群 15.4 %（2/13 頭）、13.3 %（2/15 頭）、M 群

50.0 %（4/8 頭）、35.7 %（5/14 頭）であった。OC 開始時の分娩後日数にかかわらず、M 群における再発情

発現率は O 群より高い傾向にあった。

　図 3 には、各個体の OC 開始時の年齢と分娩後日数における受胎状況を示した。

Ⅳ．考察

　MFBP は、従来のファストバック® 法と同様、不受胎牛の早期発情発見に有効であることに加え、人工授

精後の黄体形成期における血中プロジェステロン濃度の速やかな上昇を補助し、胚発育を促進することで受

胎率を向上させるとされている3）。今回の結果においても、O 群より M 群の受胎率が高い傾向にあった。ま

た、長期不受胎牛やリピートブリーダーへの MFBP 処置は、受胎率を有意に上昇させることが知られてい

るが4）、今回 OC 開始時の年齢 8 歳以上、分娩後日数 100 日以上の個体において、M 群の受胎率がより高い

傾向にあったことから、このプログラムは高齢牛や長期不受胎牛の繁殖障害治療に有効であると考えられた。

　今回の調査した地域において、OC を実施する黒毛和種牛は「発情が来ない。」や「発情がわかりにくい。」
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との稟告で既にホルモン剤投与等の治療を受けていることが多いが、MFBP を併用することにより、OC で

不受胎であった場合でも、速やかに良好な再発情が発現し、再授精が可能になることが確認された。

　受胎率を低下させる原因の 1 つとして発情の見落としが挙げられるが5）、今回のプログラムでは、OC で

不受胎であっても MFBP のシダー抜去後数日のうちに再発情を発現する個体がいたことに加え、シダー抜

去時に畜主に対し「不受胎牛は数日のうちに発情が来る。」と注意喚起することで、発情発見にかかる労力

の軽減と、発情の見落としを減少させる効果があったと思われた。

　今回の結果からはいずれの調査項目においても有意な差は認められなかったので、今後も例数を増やし

て、比較検討していく必要がある。

　2016 年には全国の家畜市場における黒毛和種子牛の取引頭数が 1995 年以降過去最少となり、平均価格は

2 倍に急騰した6）。以前であれば淘汰対象であった高齢牛や長期不受胎牛をどうにかして受胎させようと粘

り強く飼養している畜主も少なくないため、牛の繁殖障害治療に際し、OC に MFBP を併用するプログラ

ムを用いて、繁殖成績の向上に努めたいと考えている。

Ⅴ．要約

　管内の黒毛和種繁殖牛に対して、オブシンクシダー法に改変ファストバック® 法を併用する新たなプログ

ラムの有効性について検討した。改変ファストバック® 法を併用することによって、受胎率が向上し、不受

胎牛では速やかに良好な発情が再発現し、再授精できることが確認された。またこのプログラムは、高齢牛

や長期不受胎牛の繁殖障害治療においても有効であると考えられた。さらに、発情発見にかかる労力の軽減

と発情の見落としを減らす効果があるため、繁殖成績の向上につながると考えられる。

引用文献
 1）永岡正宏ら：黒毛和種牛で CIDR を応用した 3 種類の繁殖プログラムによる授精成績の検討、兵庫県農

図 3　OC開始時年齢および分娩後日数における受胎状況
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業共済組合連合会研究発表集、18‒19（2015）

 2）内海博文、菊池朋子、高橋千賀子：Modified Fast Back® プログラムを用いた長期不受胎牛の受胎促進、

家畜診療、61、10、613‒617（2014）

 3）松井基純：牛の繁殖生理とホルモン剤による制御、臨床獣医、31、8、12‒18（2013）

 4）片桐成二、古舘誠、松井基純：腟内留置型プロジェステロン製剤を再考する、臨床獣医、31、8、28‒34

（2013）

 5）高橋透：牛の繁殖研究の新展開、家畜診療、61、5、267‒273（2014）

 6）日本農業新聞、12 版第 19260 号、1（2017. 2. 21）
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Ⅰ．はじめに

　近年の遺伝子解析技術の進歩により、北米では繁殖性に影響をあたえる五つのホルスタインハプロタイプ

（以下：HH）の存在が明らかになっている。これらは劣性遺伝され、父牛と母牛が同一 HH を保因している

場合 25 % の確率で発症し、約 60～100 日未満での胚死滅または胎児死を引き起こすといわれている。おも

な保因牛にはオーマンやショトルなどの著名な種雄牛も多数存在しているが、HH の繁殖性にあたえる影響

についての調査報告は少なく不明な点が多い（表 1）。

　本研究では HH 保因牛を父に持つ娘牛に同一 HH 保因精液を授精した場合の受胎率について調査したので

報告する。

Ⅱ．材料と方法

　オホーツク管内で飼養され、HH 保因の有無が公表されている輸入精液を授精したホルスタイン種乳牛延

べ 125,743 頭（未経産 30,574 頭、経産 95,169 頭）の平成 21 年 9 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日までの NOSAI

人工授精データを用いた。

　未経産牛・経産牛それぞれにおいて、もっとも HH がホモになりやすい組合せとして、a. 娘牛の父牛が

HH 保因牛かつ授精精液も同一 HH 保因の HC×HC 群、HH がホモにならない組合せとして、b. 娘牛の父牛

が HH 非保因牛かつ授精精液も HH 非保因の NC×NC 群の 2 群（図 1）に分け以下の調査を行った。

調査① HC×HC 群と NC×NC 群の授精後 60～120 日までの受胎率の推移を調査した。

　受胎確認は 60、90、120 日ごとに NR 法で行い、2 群間の比率の差の検定はχ二乗検定を用い、危険率

5 % 未満を有意差ありとした。

調査② HC×HC 群の HH 別授精頭数の内訳を調査した。

調査③ 授精後 120 日時点の不受胎率から 2 群間のリスク比（RR）、95 % 信頼区間（95%CI）を求めた。

図 1　HH調査時の群分け図

表 1　繁殖性に影響をあたえる HH

 7．  繁殖性に関係するハプロタイプが受胎率にあた
える影響

北海道　細川隆一
（オホーツク家畜人工授精師協会　研究部会）
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Ⅲ．結　果

　①未経産牛において HC×HC 群の受胎率は 60、90、120NR の順に 47.1 %（74/157）、41.4 %（65/157）、

40.8 %（64/157）。NC×NC 群では 58.4 %（17,758/30,417）、54.0 %（16,428/30,417）、52.8 %（16,044/30,417）

と推移した。HC×HC 群の受胎率は NC×NC 群と比べて各日数ごとに、－11.3 %、－12.6 %、－12.0 % 低下

しており全てに有意差が認められた（p＜0.01）（図 2）。

　経産牛において HC×HC 群の受胎率は 45.1 %（120/266）、35.7 %（95/266）、34.2 %（91/266）、NC×NC

群では 45.0 %（42,692/94,903）、38.1 %（36,183/94,903）、36.4 %（34,500/94,903）と推移した。HC×HC 群の

受胎率は NC×NC 群と比べて各日数ごとに、＋0.1 %、－2.4 %、－2.1 % の差となり全てに有意差は認めら

れなかった（図 3）。

図 2　未経産牛 HC×HC群と NC×NC群の受胎率の推移

図 3　経産牛 HC×HC群と NC×NC群の受胎率の推移
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　②未経産牛における HC×HC 群の HH 別授精頭数は HH1～5 の順に 10 頭、6 頭、71 頭、0 頭、70 頭であっ

た。経産牛では同様に 20 頭、37 頭、125 頭、0 頭、84 頭であった。未経産牛は HH3 と HH5 の占める割合

が約 90 % となったが、経産牛では約 78 % で HH2 の割合が未経産牛より約 10 % ほど多い結果となった。 

（図 4）。

　③授精後 120 日時点の未経産牛の不受胎率は HC×HC 群 59.2 %（93/157）、NC×NC 群 47.2 %（14,373/ 

30,417）で、RR 1.254、95% CI 1.088～1.410 であった。経産牛では HC×HC 群 65.8 %（175/266）、NC×

NC 群 63.6 %（60,403/94,903）で、RR 1.034、95% CI 0.941～1.119 であった。

　未経産牛では、父牛と同一HH保因の精液を授精した場合に約25 %不受胎リスクを増加させる結果となっ

た（表 2）。

Ⅳ．考察とまとめ

　未経産牛では、HH 保因牛を父に持つ娘牛に同一 HH 保因精液を授精することによって大きく受胎率が低

下した。受胎率は 60NR 時点ですでに有意な低下がみられたが、これは 60 日未満での胚死滅を引き起こす

HH3 と HH5 保因牛の授精頭数が多かったためと考えられた。一方経産牛では有意差は認められなかったも

図 4　HC×HC群の同一 HH別授精頭数

表 2　授精後 120日時点でのリスク比及び 95 %信頼区間
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のの、90NR 以降でわずかな低下傾向があった。これは 100 日未満で胚死滅・胎児死を起こす HH2 保因牛

の割合が未経産牛よりも多かった影響かもしれない。未経産牛と同様に HH3 と HH5 保因牛の割合が多かっ

たにも関わらず両群での受胎率の差が出なかったのは、経産牛では飼養環境や泌乳、分娩などのさまざまな

要因が同一 HH 保因よりも大きく受胎率に影響したためと考えられたが、更なる調査検討が必要である。本

調査では娘牛の HH 保因の有無は不明だが実際に保因していれば受胎率は更に低下することが予想された。

また、同一 HH 保因牛同士での採卵授精についても、人工授精時と同様の不受胎を引き起こす可能性がある

ので種雄牛選考には十分に注意する必要がある。

　HH 保因種雄牛の中にはさまざまな形質において高能力のものも多数存在する。そのため HH 保因種雄牛

を過度に選定から除外することは、牛群の能力を低下させる危険性がある。精液が HH を保因していても娘

牛が非保因であれば発症はまぬがれるので、授精時に娘牛の HH 保因の有無を確認できるシステムの構築が

できれば、受胎率・牛群改良双方の向上につながると考えられた。

参考文献
 1）Brian Van Doormaal. 「Haplotypes Impacting Fertility」. Canadian Dairy Network. 2011.

 2）「Interpreting and utilizing new Holstein genetic information」. Holstein Association USA. 2013.

 3）“Haplotypes Impacting Fertility”. Select Sires.＜http://www.selectsires.com＞.（参照 2017‒6‒22）



─ 30 ─

Ⅰ．はじめに

　私は、小値賀町家畜人工授精師会の会長として授精師相互の協力体制を構築し、円滑な授精業務推進に努

めている。また、授精師会として関係機関等との連携強化を図り、小値賀町のさらなる繁殖成績向上、繁殖

牛の維持・増頭に取り組んでいるので、その概要を報告する。

Ⅱ．地域の概要

　長崎県北松浦郡小値賀町は、五島列島の北部に位置し、小値賀本島を中心として、その周囲に散在する大

小 17 の島からなっている。島全域が西海国立公園に指定されており、総面積は 25.46 km2、人口 2,511 人の

小さな島である。主な産業は、漁業、農業、観光業である。平成 27 年度の農業産出額は 5 億 7 千万円で、

そのうち肉用牛は 3 億 2 千万円と約 6 割を占め、小値賀町の基幹品目となっている。平成 28 年 4 月 1 日現

在の肉用牛飼養戸数は 44 戸、繁殖雌牛頭数は 683 頭である。

Ⅲ．略歴

　私は、昭和 59 年に長崎県立農業経営大学校を卒業後、平成 4 年に就農し、家畜人工授精師の免許は平成

7 年に取得した。平成 11 年、させぼ農業協同組合小値賀支所の業務受託により、島内の 8～9 割の授精を行

うようになり、本格的に授精業務を開始した。平成 24 年の農協の授精所の廃止に伴い、同年 7 月 1 日、授

精師相互の協力体制を構築するため会員 3 名からなる小値賀町家畜人工授精師会を発足し、発足時から会長

を務めている。

Ⅳ．繁殖成績向上及び増頭への取り組み

 1．基本の授精業務

　基本に則った授精業務を心がけ、農場訪問時には、分娩及び授精状況、発情の状況、治療の有無といった

基本情報の聞き取りを行っている。直腸検査では子宮の状態、卵巣の硬さや大きさの所見をとり、聞取り情

報と総合して授精適期を判断している。授精月日、種雄牛名、母牛情報などの授精内容はすべてパソコンで

データ管理し、繁殖成績の迅速な把握が可能となっている。また、牛の栄養状態等をみて必要に応じて飼養

管理のアドバイスを行っている。

 2．授精師相互の連携強化

　小値賀町家畜人工授精師会は、技術向上、家畜の改良増殖・増頭へ資すること、円滑な授精業務の推進を

目的に活動している。発足時から私を含めた 3 名で活動しているが、小値賀町は離島であり、なおかつ少人

数体制であるため、授精師が島内に不在になることがないように調整している。授精を担当する地区や農家

は特に決めていないが、原則、初回授精から受胎まで同一の牛には同一の授精師が担当するようにしている。

都合により担当牛に授精が出来ない場合は、会員同士でこれまでの卵巣所見や牛の癖などの情報交換を事前

 8．  小値賀町一丸となった繁殖成績向上への取り組み
長崎県　大久保　勉

（長崎県小値賀地区家畜人工授精師会）
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に行い、他の授精師でもスムーズに授精ができるように引継ぎを行っている。

 3．繁殖管理の “みえる化”

　授精師会では、平成 26 年度から繁殖管理板（以下、管理板）を活用した指導及び設置推進を積極的に行っ

ている。そのきっかけは、当時、繁殖成績が非常に悪い農場があり、授精日など繁殖状況が整理されていな

かったことであった。農協指導員の協力を得て手作りの管理板を牛舎内に設置した結果、いつ誰が見ても繁

殖状況が一目瞭然、指導もしやすくなり、繁殖成績は改善傾向にある。また、管理板は、以前から一部の農

場では設置していたが、記録の不備が多く十分に活用されていないのが実態であった。そこで、記入漏れが

ないように授精師が常に確認し、管理板の活用を徹底した。現在は、島内で 14 農場がこのような繁殖管理

の “みえる化” に取り組んでおり、小中学校解体時に出た廃材の黒板を利用するなど経費削減の工夫もして

いる。

 4．獣医師及び関係機関との連携

　授精時に卵巣の異常を認めた場合は、畜主に対し獣医師に相談するようアドバイスしている。小値賀町で

は、9 割以上の農場が早期妊娠診断を受け、繁殖障害牛の早期発見、早期治療に努めている。小値賀町和牛

改良組合では「分娩間隔短縮への取り組み」、和牛部会では「繁殖雌牛の維持・増頭、受胎率向上」を重点

目標に掲げ、生産者の意識向上、遊休農地を活用した放牧推進等に取り組んでいる。その他、農協や家畜保

健衛生所等による繁殖や飼養衛生管理の巡回も定期的に行われている。

Ⅴ．成績

　図 1 は、私の人工授精実頭数および実頭数受胎率である。授精実頭数は減少傾向にあるが、受胎率は平成

23 年以降 90 %～95 % で良好に推移している。

　図 2 は、小値賀町における繁殖成績である。授精回数は、1.5 回前後で推移している。しかし、初回授精

日数と受胎日数には年によってバラツキがあるため、一年一産の目標を達成できるように改善する必要があ

る。

　図 3 には、全国和牛登録協会が認定する小値賀町和牛改良組合の平均分娩間隔を示した。小値賀町の成績

図 1　授精実頭数および実頭数受胎率
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は年々向上しており、ここ数年間は 383 日前後と良好に推移し、平成 17 年度と平成 28 年を比較すると約 8

日間の大幅な短縮となっている。また、長崎県及び全国の平均を上回る成績であり、全国順位も上位を維持

している。

　図 4 は、管理板活用前後の繁殖成績である。平成 26 年度から積極的な管理板の設置の推進とその活用に

取り組んでいるので、平成 23 年度～25 年度を活用前、平成 26 年度～28 年度を活用後とし、現在、管理板

を活用している 14 農場の活用前後 3 年間の平均を比較した。その結果、分娩間隔は 378 日から 376 日へ 2

日間、初回授精日数は 75 日から 71 日へ 4 日間の短縮がみられた。このことから、繁殖管理の “みえる化”

図 2　小値賀町の繁殖成績

図 3　認定和牛改良組合の平均分娩間隔



─ 33 ─

は繁殖成績向上に有効な手段であり、小値賀町の繁

殖成績向上に貢献していると思われる。

Ⅵ．経済効果

　平成 28 年度の全国と小値賀町和牛改良組合の平

均分娩間隔を基に経済効果を試算した。母牛数が同

じになるように 683 頭と仮定した場合、平成 29 年

度の小値賀町の子牛出荷頭数は全国平均より 46 頭

多い計算となり、直近の子牛市場平均価格 70 万円

（平成 29 年 10 月宇久小値賀家畜市場）を乗じると

3,220 万円の経済効果が見込まれる（表 1）。

Ⅶ．飼養状況の推移

　図 5 は、小値賀町の肉用繁殖雌牛の飼養状況である。飼養戸数は全国と同様に減少傾向が続いているが、

図 4　繁殖管理を活用した “みえる化”の効果

表 1　経済効果

図 5　肉用繁殖雌牛飼養状況
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飼養頭数は 10 年前と比較して 100 頭近く増加している。平成 22 年の口蹄疫発生直後に一旦は減少したもの

のすぐに盛り返し、平成 25 年以降はほぼ横ばいで推移している。これは、平成 24 年に授精師会を発足し、

授精師相互の連携ならびに関係機関等と連携し各種活動に取り組んできた成果と思われる。

Ⅷ．まとめ

　小値賀町には地理的に不利な点があるため、船の欠航など不測の事態に備えて授精師相互の協力体制を築

き、農家のために適期授精に努めている。授精師として単なる人工授精業務だけではなく、母体管理指導、

繁殖管理の “みえる化” といった総合的なアドバイスを行い、獣医師や関係機関の協力も得たうえで、小値

賀町一丸となって活動できていることが、繁殖成績の向上、繁殖雌牛の維持・増頭につながっていると考え

る。

　現在、小値賀町では 3 名の授精師が頑張っているが、平均年齢は 51 歳であり、1 名は 60 歳を過ぎている

ことから、若手授精師の育成も必要となっている。3 名以外に新たに授精師免許を取得している若手が 2 名

おり、今後はこの若手技術者に人工授精技術、小値賀魂を引き継ぎ、円滑に世代交代が行えるよう準備をし

ていきたい。

　また、さらなる繁殖成績向上のため、これらの取り組みを徹底・継続し、まだ達成できていない分娩間隔

日本一を目指したい。
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優良技術発表に対する講評

前山口大学農学部教授
中　尾　敏　彦

　みなさんこんにちは。
　今日は、この家畜人工授精優良技術発表を朝
から熱心にご聴講いただきありがとうございま
した。今回は、ご承知のように、全国から 8題
の発表があり、例年に比べてやや少なかった訳
ですが、やはり日常の業務の中でデータを整理
して多くの会員の前で発表することはいかに大
変であるかということを痛感させられる訳で
す。そうした意味で、今日発表された 8名の会
員の方々、その発表を支えられた方々に敬意を
表したいと思います。それぞれの発表につい 
て、6名の選考委員で審査をさせて頂きました。
審査にあたり最も重点を置いたことは、日常の
人工授精の業務の中で、授精技術の改善、受胎
率の向上に取り組んでこられて、その成績をあ
げられ、文字通り人工授精の優良事例として多
くの会員の皆さんに訴えるところが十分にあっ
たかというところに主眼をおいて審査させて頂
きました。先ず一つ一つの発表について簡単に
講評させて頂き、その後で本年度の西川賞 2題
を発表させて頂きたいと思います。
　第 1席は、「家畜人工授精師としての半世紀」
と題して、島根県家畜人工授精師協会石西支部
の猪俣良則さんが発表されたものであります。
授精業務を始められたのは 46 年前ということ
でありますので、今日お集りの皆さんの中には
その頃はまだ生まれていなかった方も少なくな
いのではないでしょうか。猪俣さんは、長年の
人工授精業務を通して地域の農家の信用を得ら

れ、益田市の畜産の発展に貢献されている訳で
すが、その最大のポイントは基本に忠実に人工
授精を行うことであり、そのことをずーっと続
けてきたことにあると明言されています。例え
ば、腟検査ですが、勿論、牛の飼養形態、牛群
規模によっては物理的に難しいところがあるの
かも知れないと思いますが、事情の許す限り是
非実施して欲しい技術です。腟検査には、その
所見を農家の人に見せて生殖器の状態を説明す
ることができるというところにメリットがある
と思います。発表の中でのもう一つのポイント
は、地域の家畜保健衛生所、農業普及部、家畜
診療所、JAなどの繁殖巡回指導に同行して情
報の共有に努めていることであります。さらに
重要なことは、農家とのコミュニケーションを
十分にとりながら、農家の方々を励まし、そし
て牛飼いを続けてもらうように心を配ることを
続けていることではないかと思います。長年の
ご努力で築いてこられたこうした授精技術ある
いは受胎率向上技術がしっかりと、しかも広く
伝承されることを期待したいと思います。
　第 2席は、「低身長人工授精師の取り組み」と
題した北海道本別町農業協同組合の中村菜々さ
んの発表です。乳牛は大型化する一方で、女性
の人工授精師さんも増えていることから、人工
授精を行う時に低身長をカバーする必要がある
ということは十分に理解することができます。
中村さんの工夫されたことは、一つは踏み台を
有効に利用するということ、長い注入器を利用
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するということ、直腸の縮糞除去後に牛は背湾
姿勢を取りますが、これに合わせて授精を行う
こと、の 3つであった。こうした工夫が同じよ
うな業務をされている他の授精師が参考に供さ
れることを期待したいと思います。
　第 3席は、「受胚牛選定に生産情報は応用で
きるか？」と題してふくおか県酪農業協同組合
福岡乳牛診療人工授精所のグループの取り組み
で髙野敏宏さんが発表されました。胚移植の受
胎率に受胚牛の栄養状態が影響することはよく
知られているとおりです。特に、受胚牛の体重
が減少している時の移植では受胎率が低く、逆
に、ちょうど体重が増えている時期に移植を行
うと受胎率が高いことはよく知られているとこ
ろです。牛群検定で得られる牛乳中の乳蛋白質
率、乳蛋白質率と乳脂肪率の比率は乳牛の栄養
状態の指標として古くから利用されているとこ
ろです。今回の調査でもそれらの関係がある程
度示されているのではないかと思います。胚移
植にあたっては、受胚牛の生殖器の状態を正し
く判定することは基本ですが、それに加えて牛
群検定情報から得られる受胚牛の栄養状態の指
標を検討することによって受胎率の確保が実現
できると考えられると思います。また、今後は、
座長の先生からのご指摘にもあったように、
MUN（乳中尿素態窒素）も併せて指標として
取り入れるともっと効果的のモニタリングでき
るのではないかと思います。さらに、こうした
取り組みは非常に大事であり、将来性があると
考えられますので、情報を整理されてもっと検
討を続けられ、胚移植だけではなく人工授精の
受胎率向上にも応用していただきたいと思いま
す。
　第 4席は、乳牛の受胎率向上を目指して北宗
谷の取り組みの内容を紹介されたものでありま
す。北海道北宗谷農業協同組合沼川支所を中心
に、宗谷農業改良普及センター宗谷北支部、ホ

クレンなど地域の関係団体と共同で取り組まれ
た事業の内容について秋葉貞治さんが発表され
ました。その内容は、① 発情の発見と人工授
精に関する講習会の実施、② 分娩後の BCS の
判定と BCS による分娩後の授精開始時期の決
定、③ BCS が非常に低くて人工授精の時期を
遅らせた時の飼料給与の改善、④ 乾乳期の後
期から分娩後の初回人工授精までのバイパスコ
リンの給与あるいは分娩時のプロピレングリ
コールの投与などが含まれています。その結果、
このような対策を行った 1農場において、前年
よりも乳牛の受胎率の向上と乳量の増加が認め
られたという発表でした。今後は分娩後だけで
はなく、乾乳期からの栄養管理にも十分に注意
することが必要であると考えられます。また、
BCS の低下の幅が大きく授精を遅らせた牛に
高TDN飼料を給与しているが、その給与量に
ついてもさらに検討してもらいたいと考えられ
ます。特に新しいことを行ったということでは
ない訳ですが、こうした基本的な取り組みを地
道に行えば受胎率を向上させることは可能であ
るということを示されたものと思います。地域
としての熱心な取り組みに敬意を表します。
　第 5席は、「子牛の疾病対策と繁殖管理の徹
底について」という演題で、鹿児島県川辺地区
人工授精師会の川原嘉廣さんの発表です。川原
さんは肉用牛の一貫経営をされていて、子牛の
疾病の多発という問題を抱えていました。その
ために、母牛の繁殖管理の徹底がなかなか難し
かった。そうした状況の中で、子牛の疾病対策
の一つとして子牛の背線上の毛刈りを行って体
温上昇を抑えることを考えて実践した結果、そ
の効果が認められたという発表です。非常にユ
ニークな発想に基づいた取り組みであり、さら
にその効果が確認されれば応用の可能性は広ま
るものと期待されます。
　第 6席は、「シダーを用いた黒毛和種牛の繁
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殖成績の改善」という演題で、NOSAI 兵庫の
5つの家畜診療所の共同で検討した結果を田畑
早智さんが発表されました。ホルモンによる排
卵同期化・定時人工授精は幅広く応用されてい
て、米国では全農場の 90 % 程度はオブシンク
を利用していると言われています。このオブシ
ンクによる受胎率は大体 40 % 程度ですので、
この授精による不受胎牛についてはできるだけ
早く再授精することが重要になります。この再
発の発情を確実に見つけるということで、再発
の発情の予定の 1週間あるいは 2週間前までに
シダーを挿入する方法が行われています。この
方法にファーストバックという名前が付けられ
ています。今回の田畑さんの発表は、このシダー
の留置期間をやや長くしたという意味での改良
変法ということになります。試験の結果、オブ
シンク、米国ではシダーシンクと呼ばれていま
すが、このシダーシンクだけではなくファース
トバックを併用すれば再発情の発見率が上が
り、繁殖成績も向上することを明らかにされて
いる。そして、この方法は長期不受胎牛に対す
る対策としても有効であることが示されていま
す。このように、シダーシンク法に改変型の
ファーストバック法を組み合わせることにより
受胎率向上と空胎期間の短縮に有効であります
が、この方法には経費がかかりますので、こう
した方法による経済的なメリットというか、こ
うしたものの試算を示していただければ理解も
深まったものと思います。
　第 7席は、「ハプロタイプが受胎率にあたえ
る影響について」、北海道オホーツク家畜人工
授精師協会の細川隆一さんの発表です。牛がハ
プロタイプを保有していて、その後のいくつか
のタイプがホモになった場合に受胎率に影響す
ることは広く知られています。その受胎性に対
する悪影響の程度は一般的には小さく、繁殖の
際にこのような保因牛を除くということは経済

的なメリットはないという考え方もあるようで
す。例えば、北米で供用されている種雄牛は
1,400 頭と言われていますが、この中でハプロ
タイプを保因している牛は 14 ～ 15 % と言われ
ています。そして、このハプロタイプのホモが
出る確率は 1,000 回の人工授精で 7回程度であ
ると言われており、このハプロタイプの種雄牛
を交配から外しても受胎率はある方法では
0.36 % くらいしか向上しないという説明もあり
ます。そうは言っても、わが国の乳牛でハプロ
タイプ影響がどの程度あるかを調査することは
重要なことであると思います。今回は種雄牛あ
るいは母牛のハプロタイプが分からないという
限られた条件の中で沢山の牛を調査し発表され
たことは評価されるのではないかと思います。
細川さんも発表の中で述べられていたように、
人工授精の際に娘牛のハプロタイプの保因の有
無がチェックできるように、あるいは分かるよ
うなシステムが構築されることを期待したいと
思います。
　第 8席は、「小値賀町一丸となった繁殖成績
向上への取り組み」と題した長崎県小値賀地区
家畜人工授精師会の大久保勉さんが発表された
ものです。現在、大久保さんは地区の 3人で人
工授精師会を作り、発足当時から会長を務めて
います。町内 44 軒、683 頭の繁殖を担当し、繁
殖成績の向上、飼育頭数の増加に取り組んでい
ます。主な取り組みは、基本に忠実な人工授精
業務の励行、牛の栄養状態から見た飼養管理の
指導、3名の人工授精師間の連携の強化、繁殖
管理板の設置と活用、獣医師および関係機関と
の連携です。そうした取り組みの成果として、
平均授精回数 1.4 回、初回授精までの平均日数
70 日と比較的良好な成績が得られ、平均分娩
間隔は年々短縮の傾向にあり、長崎県および全
国の平均よりも良好な成績が得られています。
また、町内の繁殖雌牛の頭数の維持あるいは増
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加という実績もあげられています。長年にわ
たって地道に努力をされ確かな成果をあげられ
たことに敬意を表したいと思います。
　以上、8題について審査の講評を述べさせて
いただきました。それぞれにつきまして慎重に
審査を行い、次の 2題を西川賞に選定いたしま
した。その 1題目は、演題番号 3番、福岡県の
髙野敏宏さんの発表の「受胚牛選定に生産情報
は応用できるか？」です。2題目は、4番の北
海道の秋葉貞治さんの発表「受胎率向上を目指
した北宗谷の取り組み」です。この 2つの発表
は、具体的な取り組みの中で受胎率向上が認め
られており、今後さらに継続することにより発
展が期待できる内容であり、高く評価されまし

た。福岡県の髙野敏宏さん、北海道の秋葉貞治
さん、西川賞受賞本当におめでとうございます。
これからも益々研鑽を積まれ、家畜人工授精技
術の発展にご貢献下さいますようにお願いしま
す。選考委員会では、特に、1番の島根県の猪
俣良則さんの長年の地道な授精業務への取り組
みの成果、8番の長崎県の大久保勉さんの基本
に忠実な授精技術の伝承、後継者の育成への長
年の取り組み、こういう長年に渡る実績、貢献
に対して敬意を表したいと思います。今後とも
ご指導の程よろしくお願いしたいと思います。
以上で審査の講評と西川賞の発表といたしま
す。どうもありがとうございました。
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はじめに

　我が国の畜産を取りまく環境は、日 EU・EPA の大枠合意に至るなど劇的な変化を見せています。その

ような環境の中、国内においては家畜生産性向上のための多くの施策がなされており、その中のひとつに、

牛ゲノム情報の利用があります。近年の牛ゲノム研究の発展は目覚しく、ゲノム情報を上手に利用すること

により、生産性を劇的に向上させるような技術が登場してきました。個体の遺伝的特徴の詳細な分析結果に

基づいた「遺伝的不良形質の発症の回避」そして「遺伝能力の評価」の手法を利用して生産性向上を図る取

り組みが畜産現場ですでに始まっています。

　ここでは、「牛におけるゲノム解析とその利用について」というテーマで、国内の状況をご紹介します。

遺伝的不良形質の発症の回避

　遺伝子型検査が可能な遺伝性疾患

　家畜のゲノム研究が生産性向上に貢献した例として、遺伝的不良形質の原因遺伝子の発見と簡易検査方法

の開発があります。DNA は生命の設計図であり、両親の DNA の半分ずつが子に遺伝します。もし種雄牛

や繁殖雌牛に変異遺伝子（遺伝的不良形質が発症する原因となる遺伝子）を持っていれば、子へ遺伝してし

まう可能性があります。不幸にしてその変異遺伝子がホモ化（父と母の両方から変異遺伝子を受継ぐこと）

してしまった場合はその遺伝的不良形質が発症するため、経済的損失は大きなものとなってしまいます。20

年ほど前までは、原因遺伝子も特定されておらず、遺伝子型検査も実施されていませんでした。生まれた子

牛に瑕疵があった場合、二度と同じ組合せの交配をしない、つまりその種雄牛を使わないことで遺伝的不良

形質の発症を回避してきました。そのため、種雄牛と共に有用な遺伝子も多く失われました。

　農林水産省は平成 26 年 12 月に、遺伝子型検査が可能な遺伝的不良形質についてその対応方針を改正し、

同時に遺伝子の変異部位や経済的損失についてまとめたプロファイルシートを作成、黒毛和種やホルスタイ

ン種における遺伝的不良形質を公表ました。従って、現在では遺伝子型検査を上手に活用することにより、

これらの遺伝的不良形質については発症確率を 0 にすることも可能になっています。表 1 には、現在農水省

から公表されている遺伝的不良形質の一覧を示しました。ホルスタイン種の BLAD が最も初期に原因遺伝

子が特定された疾患であり、家畜改良技術研究所では平成 4 年から遺伝子型検査を実施しています。また、

平成 29 年 3 月には黒毛和種で 2 種、ホルスタイン種で 1 種の遺伝的不良形質が新たに公表され、3 種（表

中 * 印）とも国の定める指定遺伝的不良形質となりました。表 1 の遺伝的不良形質はすべて劣性遺伝であり、

原因遺伝子が特定されているため遺伝子型検査が可能になっています。

　遺伝子頻度の推移と対応策

　現在の遺伝的不良形質の遺伝子型検査手法の開発や遺伝子頻度の調査は、日本中央競馬会特別振興資金助

成事業（JRA 畜産振興事業）である子牛生産性向上推進事業により行われており、当研究所では種畜やラ

 牛におけるゲノム解析とその利用について
黒木一仁

（一般社団法人家畜改良事業団　　　　　 
 家畜改良技術研究所 遺伝検査部次長）

 特別講演要旨
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ンダムサンプリングによる一般の肥育牛や搾乳牛（主にと畜場でサンプルを採取）の遺伝子頻度をまとめて

います。図 1 は黒毛和種のランダムサンプリングにおける各遺伝的不良形質の生年別遺伝子頻度を示してお

り、現在は 9 種類の疾患についてモニタリングをしています。例えば、バンド 3 欠損症は遺伝子頻度が低く

推移しており、現在では登録制限によって保因種雄牛が造成されることはありませんし、過去の保因種雄牛

もほとんど利用されていません。従って、この遺伝的不良形質については、雌牛の遺伝子型検査の必要はな

いと考えられます。一方、最近になって発見された IARS 異常症は、保因種雄牛を利用しなければ、雌牛を

表 1　農林水産省から公表されている遺伝的不良形質一覧
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検査する必要ありませんが、全国各地の基幹種雄牛などの市場価値の高い種雄牛が保因しており、雌牛の遺

伝子頻度も高いことが判明しました。しかし、市場価値の高い保因種雄牛の利用を完全にやめてしまうこと

は現実的ではありません。それらを活用しつつも緩やかに世代交代をしていくことが得策であり、現状では

雌牛の保因状況を確認して計画的に交配するなど、発症を制御することが生産性や市場性を維持することに

つながります。

　例えば、保因種雄牛をどうしても利用したい場合の選択肢の 1 つとして、「血統情報の利用」があります。

理論的には、遺伝的不良形質の保因確率は血統からある程度推定できます。日本の黒毛和種は厳格に血統が

管理されていますので、その血統情報を利用して発症確率を計算することが可能です。もう 1 つの選択肢と

して、「交配相手の雌牛の遺伝子型検査」を利用するという手段があります。遺伝子型検査では母牛の遺伝

子型を 100 % 同定できますので、確実に発症を防ぐことができます。このような対応策があるものの、

IARS 異常症の保因種雄牛の公表から 4 年ほど経過した今でも、発症牛の事例があり、遺伝子型検査による

発症牛の確定診断をすることがあります。人工授精をする場合には、種雄牛が保因牛か否か、また、雌牛の

血統、遺伝子型検査の有無などをしっかり確認することにより発症牛を 0 にすることができますので、その

点に留意が必要です。

　図 2 は、ホルスタイン種のランダムサンプリングにおける各遺伝的不良形質の生年別遺伝子頻度を示して

います。

　ホルスタイン種で最近話題になった遺伝的不良形質として、コレステロール代謝異常症（CD）があります。

この疾患は、2015 年 7 月、アメリカ・フロリダ州 Orlando で開催された 2015 Interbull Meeting において

ドイツ家畜個体情報センター（VIT）の Kipp らが乳用牛の新たな遺伝的不良形質として報告しました。外

見的特徴／臨床症状としては、正常分娩、正常体高、3 週～ 6 ヵ月齢で死亡、慢性下痢、肺炎、浮腫、低体

重があり、最終的には全蓄積脂肪を使い果たして餓死状態になります。ランダムサンプリングによる検査結

果では、遺伝子頻度は急激な上昇傾向にあります。CD は今までに見つかった他のホルスタイン種の遺伝性

疾患に比べて、①国内を含め世界的に保因率が高い、②発症牛が与える畜主への負担が大きい、③海外のハ

プロタイプ検査の精度が低い、ことなどから、家畜人工授精事業体協議会（JAAB）では、国内の供用種雄

図 1　黒毛和種のランダムサンプリングにおける各遺伝的不良形質の生年別遺伝子頻度
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牛および候補種雄牛の遺伝子型検査が終了した時点で、①保因種雄牛の公表と精液の販売を停止する、②選

抜される種雄牛からは保因牛を排除する、③保因牛は後代検定に参加させない、ことを申し合わせました。

また、これに合わせて家畜精液輸入協議会（SIC）でも輸入精液での保因牛の扱いについて慎重な対策をと

ることとなり、今後は国内において保因種雄牛精液の流通に制限がかかることになるため、CD による被害

が減少することが見込まれます。

　このようにゲノム解析によって遺伝的不良形質の原因遺伝子が特定され、種雄牛や繁殖雌牛の遺伝子型を

検査できるようになったため、遺伝的不良形質は怖いものではありません。むしろこのような情報をしっか

り把握し、現場で利用することが肝要であると考えられます。

SNP情報を用いた遺伝能力評価

　乳用牛のゲノミック評価

　国内における乳用牛のゲノミック評価（G 評価）は、平成 20 年に第 1 回検討会が開催され、米国の状況

調査からスタートしました。平成 21 年度には、AI 事業体、家畜改良センター、畜産技術協会が共同研究契

約を締結し、種雄牛の試料収集および SNP 検査を開始しています。翌年の平成 22 年度から、候補種雄牛の

予備選抜に G 評価（G 評価値は AI 事業体のみに提供）の利用が開始されました。平成 25 年度、農林水産

省を中心に「SNP 検査およびゲノミック評価の実施方針」が策定され、同年 11 月評価より候補種雄牛・未

経産牛の G 評価が公表されています。

　家畜改良センターをはじめとした関係機関では、さらに多くの SNP 情報の収集とゲノミック評価手法の

検討を重ね、現在では、検定済種雄牛や経産牛のゲノミック評価値が提供されています。図 3 は、血統情報

や SNP 情報・検定情報など、異なる情報間の予測精度の関係を示しています。育種価の信頼度や予測精度

は、評価対象とする個体の産子数の多いセカンドクロップ種雄牛においては 99 % であり、SNP 情報の有無

に関わらず高い価を示しています。候補種雄牛や未経産牛においては、血統情報のみの場合には 30 % 程度

図 2　ホルスタイン種のランダムサンプリングにおける各遺伝的不良形質の生年別遺伝子頻度
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ですが、SNP 情報をプラスすることにより 50 % の予測精度となり、概ね娘牛 3 ～ 4 頭の情報を加えた精度

に相当します。一方で、後代検定済種雄牛の信頼度は 87 % となっており、検定済種雄牛は信頼度の高い育

種価を有しています。この信頼度を比較しても分かるように、候補種雄牛の段階での凍結精液を利用した場

合には産子の能力のバラツキが大きくなる可能性もあり、期待ほど改良効果が得られない可能性があるので

注意が必要です。SNP 情報を利用した未経産牛の信頼度は 50 % であり、検定情報を持つ雌牛（60 %）との

差が比較的小さいため、未経産においてはゲノミック評価を後継牛生産などに利用することで比較的大きな

改良効果が期待できるようになります。

　ゲノミック評価の公表対象形質としては、2017（平成 29 年）-2 月評価から、泌乳形質 7 形質、体型（得点）

形質 5 形質、体型（線形）形質 18 形質、繁殖・管理形質 5 形質（在群期間は種雄牛のみ）、指数 6 形質（長

命連産効果は種雄牛のみ）の合計 41 形質が対象となっており、泌乳形質だけでなく、多様な形質について

ゲノミック評価を利用した改良が期待されます。

　肉用牛のゲノミック評価

　近年の黒毛和種の産肉能力（枝肉 6 形質）は格段に向上しています。このことは、育種価という強力な 

ツールを用いた個体の遺伝的能力評価による選抜の成果です。しかし、平均は確かに向上しているものの、

各個体については良いものもあればそうでないものもあります。そのような観点から、平成 24 年度から当

団と東京大学などの研究機関では、SNP を使ったゲノミック評価による遺伝能力評価について研究してき

ました。

　乳用牛で利用されているゲノミック評価の方法は、正確度の高い育種価を持つ多くの種雄牛の SNP 情報

を調べて SNP の効果を計算し、現行の育種価評価と合わせることでゲノム育種価を算出するツーステップ

法を採用しています。この方法では、正確度の高い育種価を持つ多くの種雄牛が必要になります。しかし、

黒毛和種においては、正確度の高い育種価を持つ種雄牛は多くありません。従って、乳用牛の方法ではなく、

別の方法が用いられています。図 4 には、その方法について簡単に示しました。大きな特徴としては、肉用

図 3　異なる情報間の予測精度の関係
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牛で利用されている現在の血縁情報に基づく推定育種価をベースにしています。つまり、現在の育種価評価

に使用している情報はすべて利用し、一部個体について SNP を検査してデータ化することにより、現在の

血縁情報を SNP 情報で補強するというイメージです。この手法の最大の利点として、SNP 情報がない個体

の記録も使用できるという点があると共に、現在の黒毛和種の育種プログラムを大きく変更することなくゲ

ノミック評価ができるという点があります。血縁情報を利用した現在の育種価、その血縁情報に SNP 情報

を一部溶け込ませたような感じの評価になります。このような手法をワンステップ法（Single-step GBLUP

法）と言います。

　図 5 には、枝肉形質におけるゲノミック評価の検証方法を示しました。検証は、家畜改良事業団における

後代検定のデータを用いた育種価をベースにしています。また、この検証方法は、平成 27 年度の秋の日本

畜産学会で報告したものになります。

　これまでに、当団において後代検定に供した種雄牛（選抜、選抜漏れ、検定中含む）合計 824 頭について

Bovine SNP50 を用いて検査し、約 5 万個の SNP 型を決定しました。種雄牛のグループは、大きく 3 つに

分けています。種雄牛 A 群は古い種雄牛で、その後代の枝肉成績はありません。種雄牛 B 群は比較的新し

い種雄牛で、それらの後代の枝肉成績は数多く存在します。種雄牛 B 群の後代の枝肉成績の数は 34,052 頭

図 4　肉用牛ゲノミック評価の手法

図 5　枝肉形質におけるゲノミック評価の検証方法
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分になります。枝肉成績を持つ個体のうちの 2,314 頭について、Bovine LD で SNP 型を決定しました。種

雄牛 C 群は最も新しい種雄牛（46 頭）で、それらの後代を含む 1,190 頭についても Bovine LD で SNP 型を

決定しました。これらすべてのデータを利用して、検定の終了した種雄牛 C 群 46 頭の推定育種価を 2 種類

の方法で計算しました。ひとつは従来の血縁情報のみを利用した推定育種価（EBV）、もうひとつは SNP

情報も利用した推定育種価（GEBV）になります。

　各々の方法で計算した推定育種価に対して、種雄牛 C 群 46 頭の後代のデータのない 2013 年（平成 25 年）

10 月までのデータ（過去に遡って）を利用して、2 種類の方法で予測育種価を計算しました。ひとつは従来

での BLUP 法（血統情報のみ）での予測、もうひとつは ssGBLUP 法（血統情報 +SNP 情報）での予測と

なります。

　表 2 には、種雄牛 C 群 46 頭の予測育種価と推定育種価（BLUP および ssGBLUP）の相関を表に示しま

した。①は、GEBV（ssGBLUP による全記録からの推定育種値）を正解とした場合の BLUP および

ssGBLUP で算出した予測育種価との相関を示しています。いずれの形質においても、ssGBLUP で予測し

た方が高い相関を示しました。また、②は、EBV（BLUP による全記録からの推定育種値）を正解とした

場合の BLUP および ssGBLUP で算出した予測育種価との相関を示しています。正解価を EBV とした場合、

同様に、いずれの形質においても、ssGBLUP で予測した方が BLUP よりも高い相関を示しました。

ssGBLUP による全記録からの推定値を正解とした場合の GEBV は、BLUP での相関が枝肉重量で 0.787、

バラ厚で 0.819 を示しており、形質によっては BLUP でもかなり正確に予測できています。このように、現

在の黒毛和種の育種プログラムの有効性を確認することができ、SNP 情報を加えた ssGBLUP ではさらに正

確に個体の遺伝的能力を推定できるという結果が得られました。

　これらの結果を基に、当団では種雄牛造成における予備選抜へのゲノミック評価の利用を開始しました。

未来を今よりも正確に予測できるのであれば、改良の効果を減少させることなく、検定数を減らすことも可

能となってきます。種雄牛は産肉性の遺伝能力の高さが求められています。また、最近では、受精卵生産牛

を候補種雄牛として検定することも多くなってきました。ゲノミック評価は、このような全きょうだい間の

予測にも力を発揮します。

　肉用牛ゲノミック評価の一部は、日本中央競馬会特別振興資金助成事業（JRA 畜産振興事業）である

SNP 活用効率的肉用牛生産技術開発事業で実施しました。

表 2　枝肉形質におけるゲノミック評価の検証結果
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最後に

　牛における個体レベルでのゲノム情報は、生産性を向上させるツールとして重要性を増しており、すでに

畜産現場において積極的に利用されています。牛におけるゲノム解析は日進月歩です。家畜のゲノム解析が

さらに進み、その結果を利用することにより今よりもさらに生産性を向上させることも可能であると考えら

れます。これらの情報は、みなさんの業務に大きく役立ち、さらに利活用されることを期待します。
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平準化事業 26 前期から新規種雄牛 6頭を選抜
　肉用牛産肉能力平準化促進事業（平準化事業）
の現場後代検定（以下「現検」）26 年度前期の
成績がまとまり、「福之姫」「愛之国」「舞菊福」
「忠勝晴」「美津茂重」「新岡光 81」の 6頭を新た
に選抜しました。今期は、19 頭の候補種雄牛（う
ち、県連携種雄牛 3頭）を選抜の対象としまし
た。この 6頭は 2月 1日に開催した外部有識者
や、生産団体の専門家等で構成される改良委員
会の答申を受けて、当団が決定したものです。
　6頭の後代検定成績等は 50 頁から 53 頁をご
覧ください。目を見張るような平均 BMSを記

録した福之姫をはじめ舞菊福、愛之国の 3頭が、
当団の選抜済み種雄牛の中で検定調査牛 15 頭
以上を持つ種雄牛 175 頭の BMS育種価の 1～3
位にランクされています。
　また非選抜牛を含めた 26 現検前期の平均
BMS は 7.4 を記録しており、これは前回の 25
現検後期の 6.9 を大きく上回る数値で過去最高
となります。
　また、IARS 等遺伝的不良形質（9形質）は、
6頭ともにフリーです。（下記に今回の検定成
績概要を示します）

事 業 団 便 り

25現検後期の検定成績概要

　以下に、今回選抜しました 6頭の特徴を紹介
します。

P黒 948　福之姫（ふくのひめ）
【芳之国×勝忠平×第 5隼福】

　福之姫は栃木県の BMS高育種価牛「ふくひ
め 3」を母とし、増体と脂肪交雑の改良力で定
評のある芳之国を父としています。
　育種価評価においてBMS歴代第1位（＋5.82）
にランクされ、枝肉 3形質（枝重、BMS、ロー
ス芯）においても第 1位と枝重、ロース芯につ
いても総じて高い育種価となっています。
　さらに調査牛の枝肉は、サシの形状、カブリ
の充実、モモ抜けなどに優れています。

P黒 979舞菊福（まいきくふく）
【菊安舞鶴×美津福×福桜（宮崎）】

　舞菊福の父は岩手県有牛として資質に好評を

並はずれた　ケタちがいの改良力！
これぞ質量兼備の種雄牛！！

脂質・モモ抜けの良さに注目！
抜群のBMS能力、“菊安舞鶴”息牛誕生！！
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得ている菊安舞鶴であり、母は岩手県の高育種
価牛「かつみ」です。4代祖いずれも田尻系で
あり資質面で期待できる血統構成を有していま
す。
　育種価評価では、BMS で福之姫に次ぐ第 2
位（＋4.80）、ロース芯面積も第 11 位（＋11.90）
と上位にランクされています。
　調査牛の枝肉は、脂質やモモ抜けが良好です。

P黒 980忠勝晴（ただかつはれ）
【平茂晴×勝忠平×平茂勝】

　忠勝晴は、岩手県で高い育種価評価を得てい
る「はるみ」を母に、増体と資質を兼ね備えた
種雄牛で著名な平茂晴を父として作出されてい
ます。
　育種価評価では BMSに優れているほか枝重
においても高評価となっています。
　調査牛の枝肉は、サシの形状や周囲サシなど
で評価を得ています。

P黒 982愛之国（あいのくに）
【芳之国×平茂勝×安福（岐阜）】

　愛之国の母は光彦や勝忠福をおくり出してい
る十勝の高育種価牛「あいこ」で、父は増体と
脂肪交雑の改良力で定評のある芳之国を父とし
ています。
　育種価においては BMSで福之姫、舞菊福に
次ぐ第 3 位（＋4.65）と高い評価を得ており、
枝重の育種価高く枝肉 3形質（枝重、BMS、ロー
ス芯）では第 6 位（＋7.75）となっています。
検定成績では特に去勢牛で優れた成績を収めて
おり、枝重 516㌔、BMSNo. 9.6 を示しています。
　調査牛の枝肉もバラの厚み、サシの形状、周
囲サシなど好評価を得ています。

P黒 983美津茂重（みつしげしげ）
【美津照重×勝忠平×平茂勝】

サシはおまかせ！
十分なバラ厚と良好な枝重！！

堂々の肉質改良力！！
バラ厚く､ 枝重・枝張りも良好！

安定した改良力が魅力！！
枝肉重量を兼ね備えた“美津照重”息牛！
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　美津茂重の母は愛の国の異父兄弟となる「あ
いのひら 2」であり、家畜改良センターでも高
い育種価評価を得ています。父は全国の共励会
で高い評価を得ている美津照重です。
　育種価において、増体と資質を兼ね備えた高
い評価となっています。
　調査牛の枝肉をみるとカブリサシやモモザシ
などで好印象の評価を得ています。

E黒 028新岡光 81（しんおかみつ 81）
【茂洋×平茂勝×北国 7の 8】（岡山県連携種雄牛）

　新岡光 81 は岡山県で著名な「たかみず 81」
を母とし、増体と資質を兼ね備えた茂洋を父と
して岡山県で作出されました。

　育種価において、枝重で第 8 位（＋71.63）
と高い評価であり BMSの育種価も高く、枝肉
3形質（枝重、BMS、ロース芯）では第 13 位
と上位にランクされています。
　調査牛の枝肉は、サシ形状やモモ抜けなどで
好評価を得ています。

枝重期待の ｢茂洋｣ 息牛！
サシも父親ゆずり！！”

写真提供：岡山県農林水産総合センター畜産研究所
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●はなしのご馳走●

黄門様は牛肉がお好き 
保存施設も用意していた

　徳川光
みつ

圀
くに

といえぱ、人気時代劇「水戸黄門」

で呵
か

々
か

大笑する光圀の姿は我々にも親しい存在

である。

　もちろん実際は、全国漫遊をしていないこと

は、周知の事実。

　しかし漫遊譚
たん

が生まれる素地は十分にあっ

た。

　藩内をくまなくまわって視察を重ね領民に慕

われたり、自身 3回も蝦夷地に渡航したことや、

『大日本史』（1657 年に作り始め、完成したの

は何と 1906 年という全 397 巻の大作）。の資料

探求のために、安
あさか

積覚
かく

兵
べ

衛
え

（格さんのモデル）、

佐
さっさ

々介
すけ

三
さぶ

郎
ろう

（助さんのモデル）を全国に遣わし

た史実が核となって、このストーリーができた

のである。

　庶民も貴人が身分を隠していて、ここぞとい

うときに窮地を救って去っていくという話に快
かい

哉
さい

を叫んで、さらに伝承を膨らませていったの

だ。

　あまり知られていない光圀の事績に、日本で

初めて古墳の発掘・保存を行ったことがある。

1692 年に栃木県湯
ゆ

津
づ

上
かみ

村にある前方後円墳の

侍塚古墳を発掘し、鏡、鉄、鍬
やじり

、土
は

師
じ

器
き

などを

出土している。

　さらに、この黄門様、実は大の牛肉好きだっ

たそうだ。

　小菅桂子氏の『水戸黄門の食卓』によると、

水戸家には大村加
か

ト
ぼく

という外科医でもある刀鍛

冶がおり、この加トが薬食いと試し切りのため

に牛を飼っていたという。

　ふつう試し切りは罪人の屍
しかばね

を用いるのだが、

医者である加トは人間を切らないのが主義で

あった。

　牛の骨は人間のものの十倍の硬度を持つとい

う。

　ならば刀鍛冶として、これに勝るものはな

かったろう。

　加トはその牛肉を水戸家に献上し、光圀はこ

れを好んで食したという。

　光圀は屋敷に保存用の氷室を用意し、いつで

もおいしい牛肉を食べることができたのであ

る。

公益社団法人　日本食肉協議会発行�

「はなしのご馳走」から
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あ　と　が　き

　本会主催の第 46 回家畜人工授精優良技術発表全国大会は、269 名のご参加をいた

だき盛大に開催することができました。発表者をはじめご参加の皆様方には、厚くお

礼申し上げます。今回は発表演題が 8題と例年より少なかったのですが、次の 47 回

大会では多くの発表が行われることを期待いたします。また、今回の大会につきまし

ては、日本農業新聞と全酪新報にも掲載され、その関心の高さが示されました。

　本会では、牛の繁殖成績の向上を図るために、超音波検査装置を用いて人工授精あ

るいは受精卵移植時の直腸検査技術の正確性を向上させることを目的とした牛繁殖基

盤強化技術向上事業を平成 29 年度から 3年間実施することになりました。本年度は、

九州・沖縄ブロック、東北ブロック、関東甲信越ブロックにおいて超音波検査実技研

修会を実施しました。研修者は各ブロック 10 名とさせていただきましたが、実のあ

る研修会と好評でした。来年度も 3ブロックにおいて実施する計画にしています。す

でに超音波検査装置を導入して現場で活用されている方も多数おられると思いますの

で、受胎率向上のために超音波検査装置を用いた事例を次回の家畜人工授精優良技術

発表全国大会において発表していただきたいと思います。

　平成 29 年度の交配調査につきましては、牛の人工授精業務に携わる多くの皆さん

と本会会員のご協力を得て実施することができました。誌面を借りてお礼を申し上げ

ます。

ホームページ　http://aiaj.lin.gr.jp/
メールアドレス　info@aiaj.lin.gr.jp/
�
  平成30年3月25日　印刷
  平成30年3月30日　発行
  家畜人工授精　　第 297 号
  発行所　東京都江東区冬木 11-17
  　　　　イシマビル　17 階
  　　　　一般社団法人　日本家畜人工授精師協会
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